
Ⅶ　活性汚泥の生物相に対する原水質の影響

Effects of Baw Water Quallty On

OrganlSI丑S

工場排水科

1　まえかき

生物学的処理法は細菌、菌類、原生動物、微小後生動

物を伴う混合培養系の代謝活動を利用して、廃水中の有

磯性汚濁を除去するものである。これらのうら、顕微鏡

で同定、計数のできる原生動物や微小後生動物は、生物

処理の環境条件の良否を判断するためのよい指標となる

といわれている。そこで今回、処理がうまく行われない

場合として窒素源を含まない模擬廃水を、対照として栄

養／ミラソスのよい模擬廃水をそれぞれ用い、回分式活性

汚泥処理実験を行い、顕微鏡で同定てきる生物相の変化

と処理効率などを調べ、検討を加えたので報告する。

Of、ActlVated Sludge

植　野　　　裕

彪2廃水を用いた実験を実験2とする。

24　】室転条件

22時間暖気、2時間停止を1サイクルとして行い、

暖気停止1時間後に上澄水（処理水）1∠を採取し、た

だらに模擬廃水を加えて、液量を2且とした。この時の

BOD負荷量は06k折〝㌔・dである。これを2週間続けた。

25　分析方／去

PHの測定はJ工S KOlO2に準拠した。濁度の測定は

散乱光測定法で行い、CODの測定はセソトラル科学㈱E

C【207C O D計（5分間直火加熱）で行った。SV

及びML SSの測定は下水道試験方蔭に準拠した。

2　装置と実験方ノ去

2．1　装置

回分処理試験にほ、有効容積2ヱの透明アクリル樹脂

製の曝気梧を用い、通気携拝は浮遊式流量計を通して、グラス

ポールフィルタ1「により行った。通気量は10ん／んヱ花とした。

22　〉舌性汚i尼

在席泥は下水処理場の良好な岳性汚泥を、水で洗浄し

て用いた。

2．3　模擬廃水

模擬廃水は次のように調整した。

腐1廃水（窒素を含まない）‥・…溶性テソプソ2グを

水約300舶に加熱して轟かし、これにJ工S EOlO2

の日OD測定方法で規定されている4荏原の溶液、すなわ

ら、緩衝液20乱g、硫酸マクネシウム溶液2爪g、塩化カ

ルシウム溶液2姐塩化第二鉄溶液2乱βを加え水で1ヱとした。

たた」緩衝液については塩化アンモニウムを除いてある。

彪2廃水（窒素を含む）……彪1廃水に塩化アンモニ

ウム02ダを加えた。

これらの廃水のBODは1，200ppm、CO□は920

pFmてある。ノ拓2廃水はほぼB O D：N＝100：5

となっている。以下、ノ拓1廃水を用いた実験を実験1、
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Flg－1　処理水質の変化

14（日）



3　結果と考察

31　処］聖水質

処理水質の変化をFlg－1に示もPEは実験1ではほぼ

中性を保っているが、実験2てはやや酸性に懐いている。

予備試彗如こおいて、緩衝液の添加を5乱どとしたところ、

1日目の処理水がPH55となって、曝気槽中の原生動物

の大部分が死滅した。窒素源としてほ塩化アソモニウム、

尿素、硝酸カリウムなとかあるか、7ソモニウム塩はPH

を低下させると思われる。

実験2の処理水のCODほ低く、よく処理されている0

除去率は約95％てあるか、これに対して、実験1ては

1日目と2日目のCODばきわめて高い。1日目のCOD除

去率は26％にすきない。3日目にいたるとCODは低

下し、以後ほ比較的高い値で安定している。濁度

については、実験2では1日目から低い値を維持

しているのに対し、実験1では3日目に急激に高

い値となり、以後はやや低下するものの、かなり

高い値を保っている。CODと濁度の分析結果をあ

ゎせてみると、実験1では3日目に活性汚泥の生物相

にかなりの変化が生じたと考えられる。

Flg－2　MLSSとS17工の変化

3．2　再′尼の状態

MLSSとS▽工の変化をFlg－2に示す。MLSSにつ

いては、実験2では毎日増加しているのに対し、実験1

でほ∵1」日後もはとんと増加は認められない。これは実

験1の場合、細菌体の形成に必要な窒素が不足している

ことと、フロノクを形成しない細菌が多く、処理水ととも

に庶出してしまうためと考えられる。SVIについては、

実験1ては7日日ごろから上昇し、14日目には1時間

の沈降時間では上澄水1且を採取できない状態となった0

実験2では、はじめ一時高くなったが、以後は100前

後の値を保っている。

3．3　生物相

光学顕微鏡により直接確認できる原生動物、後生動物、

及び特異な形態の細菌（糸状菌など）について調べた○

ただレ」＼型の動物性鞭毛虫類など、同定及び計数がやっ

かいなものについては一部省略した。Table、‾1に種汚

泥と14日目の活性汚泥の生物相を示した。Flg－3にはそ

のうら数種類の生物の数の変化を示した0在庁泥の生物

相と比較して、14日目には実験1、実験2とも生物相

はかなり単純になっている。また、実験2より実験1の

ほうかより単純であった。実験1では遊泳性の日010tr

lCh孔の一種カが多くなっているが、食物の摂取方法

から、この種の生物は分散状細菌が多数存在する環掛こ

適しているといえる。うこれは処理水の濁度が高いこと

と符合している。
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TableI曝気槽の生物相

種　　　　 汚　　　　 泥 実　 験　 1 （1 4 日目） 実　 験　　 2 （1 4 日目）

種　　　　　 類 数（偲／儲 ） 種　　　　　 類 数（個／1粛） 種　　　　　 類 数（個／左通）

A sp l d l SC a 37 0 0 H 0 1 0 t r lC b aの一種 2 5 0 0　　　　 R o ta to r l a 8 00

6 0 0

P er l tr l Cb l d a 29 0 0 R o ta tO rl a 10 0以下　　　 L e pa．d e l l a一

i……；…：；；≡≡a E n to s l pb o n

A r c e l la′

〝　　 L e c a．n e

〝　 ら　 R o ta」∴1a

En to sl p b o n 15 0 0　　　 A皿O e ba ロ 甘0 1 0 t二rl Cb aの一種

R o ta．to r la 3 5 0　　　 N e m a t od a 〟 N e m aノtO d a 30 0

i ≡；‡：：：a

C h aノe tO n O tu S

　 貴Sp b a e lo tl lu s

2 00

＋ A s p 上d l S C a

Am （〕e ba」

A rc e l la

10 0 以下

ロ

ロ

Ar c e l la 1 0 0 以 N a lS 〟

E u g、1y ph a一 ロ ☆S pb a e l o tl l u s ＋

A m o eb a 〝
普Z o o ph a g u s ＋

P e r an e m a 〝

P o d o pb r y a 〝

E 0 1 0 t r lC h aの一種 〝

呆S p h a e l o tl l u s 円

貰印は計数できない

次に、処理水質などの測定結果と生物相を比較する。

実験1ては3日目にCODと濁度睾大きな変化がみられた0

しかし、生物柑の変化をみると、原生動物や後生動物に

はあまりはっきりと影響があらわれていない。わずかに

H。1。trlCbaの一種が5日目から増加している程度で

ぁる。これは、細菌の段階での変イヒが、原生動物や後生

動物の段階ではかなり緩和されるためと思われる。また、

実験1でSV工が高くなり／与泥はバルキソク状態となった

が、Spbaelotllus（糸状菌）の増加は認められな

かった。

4　あとかき

以上の結果のうち、特に生物相については実験条件の

変化でかなり変り得るものと思われるが、一つの実験例

として示した。生物数については、PerltrlC虹daのよ

うに群休を形成するものは誤差が大きくなる。なお、こ

の実験は国立公衆衛生院萩原耕一氏の指導により、実習

の一部として行ったものである。

参考文献

1）内田享・t動物系統分簸孝一－中山書店

2）須藤隆一tt廃水処理の生物学▲ゝ産業用水調査会

一4　4一


